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２０１８年度社会学科 卒業論文・修士論文・博士論文題目一覧
＜卒業論文＞
【秋吉美都ゼミナール】
現代の若者における自己卑下 齋藤 大地
承認欲求の２類型と大学生アルバイトにおける職務
満足度の関連 神尾 凱
いじめを行うのはだれか―マルチメソッド分析か
ら、いじめの発生要因を考える― 田中 直登
若者はなぜ結婚を諦めるのか―国際統計による比較
社会的な考察― ビョン ジェユ
女性の社会進出はなぜ阻まれるのか―女子学生の
自立意識と政治意識から― 古川 千華
一般的信頼と高信頼者
―大学生の他者との関わり方を通じて― 小林 綾乃
アイドルファンはなぜアイドル現場に通うのか
―マリファナとの類似性― 平田 友梨奈
どのような余暇が幸福につながるのか 小澤 京加
健康を選択する社会と若者―インタビュー調査に
よる素人の知識の考察― 北島 ひとみ
排外主義を規定／抑制するものはなにか―マルチ
メソッドによる総合的な要因の検討― 中原 健登
どのような人が SNSを利用するのか―自己愛、
他人指向型、内部指向型からの考察― 川邉 春奈
SNSをやめられない若者たち 杉本 真維
【大矢根淳ゼミナール】
つくばエクスプレス開業に伴う流鉄流山線の公共
空間の価値の変容を考察する
～従前居住者へのインタビュー調査とまちあるき
から～ 吉田 哲
登戸土地区画整理事業のまちづくりとしての課題
～土地区画整理対象となった店舗の事業者への聞
き取り調査から～ 新田 雄二郎
子ども神輿への宿や軽食提供の慣例化は加治地区の
公共性発現を促す
～飯能市加治地区矢颪住民への聞き取り調査から～
佐野 梢太
外部からもたらされた観光とホスト間の相互性
～石巻市 Reborn-Art Festivalに関わる人々への
インタビューから～ 清野 沙樹
東北本線第三セクター移管に伴う地域的公共性の転換
～三戸町図書館館長への聞き取り調査から～
佐藤 浩
外部からもたらされた地域振興と主体間の相克
～石巻市 Reborn-Art Festivalに関わる人々へのイ
ンタビューから～ 吉田 優香
地域開発事業による東京都小金井市の街の魅力向上
について考察する
～事業者と地域住民への聞き取り調査から～
袴田 優太
都市化によって増加した第２種兼業農家が市原市
農業に与える影響を考察する
～市原市農林業振興課への調査的面接を通して～
高橋 優人
土地区画整理事業における「場所の喪失」の克服
～登戸東通り商店会事業主への聞き取り調査から～
山本 朋佳
【勝俣達也ゼミナール】
観光者に与えるメディアの影響 勝間田 恭祐
日本的雇用慣行の変遷と賃金に及ぼした影響 武田 涼太
東京ディズニーリゾートに惹かれる理由
―カイヨワによるイリンクスを用いて― 永井 菜月
働く女性と役割意識―食生活の視点から― 山田 果奈
「いいね！」の意図が人間関係に及ぼす影響 渡邉 剛平
オタクの変容 金山 京平
正社員で働く子育て女性の就業継続要因について
鈴木 麻奈美
就労で生きがいを得る 吉江 大輝
模型の流行とその要因 小松 試門
多元化社会でピンぼけした「リア充」／「ぼっち」
という若者の括り 山口 佳孝
【金井雅之ゼミナール】
子どもの貧困による教育達成への影響
――文化資本及び教育アスピレーションの媒介効
果に着目して―― 高坂 吉礎
【川上周三ゼミナール】
キャラとアイデンティティ
～アンケート調査からみる現代の若者のキャラと
アイデンティティ～ 加藤 健太
ビューティサロンが現代女性に与える影響 金丸 萌子
日本における景観形成のメカニズム 高松 雄太
グローバリズム社会に潜在するナショナリズム
～文化システムからの比較社会学的分析～ 多田 雄亮
スポーツは人に礼儀と教養を身につけさせる 畠山 睦美
アニメやマンガの歴史とグローバル化した日本の
アニメやマンガ 林 桃子
ゲームの進化から探るネット社会 廣瀬 瞳
多文化共生社会の実現を目指す 森脇 真美
戦前から戦後にかけてマスメディアは何故変節した
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のか 吉田 優真
祭りが人々にもたらす効果・影響とは
―川尻八幡宮の城山夏祭りは人々にどのような
効果や影響をもたらすのか― 和田 怜奈
【後藤吉彦ゼミナール】
二次元アイドルとオーディエンス――アイマスから
見えるアイドルのリアリティ 青木 遥香
京料理から見る日本の和食文化 王 萃涵
「不眠大国日本」――寝ながらスマホから見る眠ら
ない人々 藤本 和真
カバー動画が担う役割
――広がる私たちの興味関心―― 吉田 千夏
雑誌『LARME』が女の子に支持される理由～女の
子の意識の多様化～ 須田 結香
ゲームの進化とコミュニケーションの変化
――テレビゲームという新しい遊びの形――
増廣 夏美
趣味の作られ方～趣味が変化する時と形成過程～
吉田 圭佑
若者女性による理想の男性像のつくられ方―イケメ
ンの役割― 小坂 汐里
新しいインターネット文化、バーチャル YouTuber
―形成過程における変化とオーディエンス―
棟田 康平
心霊の「語り」の変化から見る、人々が持つ心霊像
の変容 波多野 壱拓
映画における思考の形成
～フィフティシェイズオブグレイから見る個人の
経験と思考の関係性～ 田中 遼
ネットマナー向上の重要性
――なぜトラブルは起こってしまうのか――
熊谷 一成
スナックにおけるママが果たす役割
――サードプレイスとしてのスナック研究―― 林 侑希
コミケはなぜ４０年続いているのか～社会の認識と
オタク文化の変容～ 山岸 聖史
レンタル彼氏・レンタル彼女サービスの普及理由
――若者の恋愛事情の変化との関連―― 植田 秀之
日本における「LINE」の扱われ方
――なぜ日本で LINEが流行っているのか――
田村 美瑞希
【駒崎道ゼミナール】
社会的養護におけるパーマネンシー
―特別養子縁組に関する社会的養護・法制度の２
つの視点から― 宗村 英利香
正規社員妊婦と企業サポート
～社会保障と法制度の現状からみえる課題～
関戸 結衣
母子世帯の経済困難とその支援の現状 児童扶養手
当に着目して 小田 有一
児童自立支援施設入所児童における非行少年の背景
～事例から見えた親の養育課題～ 中島 由理佳
非行少年の保護から社会復帰まで
～再犯防止に向けた社会復帰支援に着目して～
新堀 由佳理
シングルマザーの就労とワーキングプアの一考察
～性産業のセーフティネット機能の現状と問題～
飯泉 里咲
子育て環境と子ども虐待
―母子家庭における育児不安と虐待の問題に着目
して― 田村 裕実
自治体の子育て支援の現状
―子ども・子育て支援新制度と先駆的自治体の実
践を中心に― 近田 佳乃子
児童養護施設を退所するまでの支援プロセス
～社会的養護における子どもの自立に焦点を当て
て～ 朝日 未南
【今野裕昭ゼミナール】
人とのつながりが健康に与える効果
―川崎市麻生区と東京都多摩市の比較を通じて―
佐藤 友亮
都市部の商店街の存在意義と今後
―道路拡幅後の東北沢の商店街の事例― 足立 香奈子
地域資源の活用と住民同士の結びつきによる地域力
の高まり 小林 史奈
【嶋根克己ゼミナール】
「教師バーンアウト」の要因とその防止に向けた課題
―感情労働という観点から― 小松 映里奈
非日常が生み出す集団的沸騰
―ハロウィンを通してみる日本社会の変容―
山県 早紀
労働する外国人との共生
―技能実習制度の改革に向けて― 岩崎 優花
長時間労働是正に対する働き方改革と労働者の在り方
―一人一人に合った働き方が実現できる社会を目
指して― 中村 優希
少子化対策への今の課題と新しいアプローチ
―人口学から考える少子化― 斎藤 翔太
ネットワークのコミュニティをめぐる本質とその先
―歴史と社会関係資本の考え方から― 善本 和地
希望を創造する教育の可能性
―リスク化した新学歴社会における希望格差―
佐藤 有那
リーダー・フォロワー構造の再考
―行動特性論からみる組織内の相互関係― 宮林 晃太郎
家族の個人化と「食」の変化―共食から個食への
歴史的変遷― 高橋 怜
現代社会における音楽の立ち位置
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―時代とともに変化し続けるコンテンツのこれか
ら― 清田 真沙弥
【永野由紀子ゼミナール】
なぜ人はペットと共に暮らすのか
―現代家族の変化とペットの家族化― 高松 沙弥
「サードプレイス」と現代日本人の居場所 酒匂川 和
なぜ結婚しない人・できない人が増えたのか 小俣 千明
ハラスメントから見る現代社会 大森 柊哉
「本当の自分」がわからない若者たち
―SNSが若者の人間関係に与える影響― 翁川 春香
なぜ若者は保守化したのか 藤川 昇
不登校は誰にでも起こりうるのか 横井 遥佳
「偏向」報道とメディアの中立公平
―沖縄基地問題を事例として― 石倉 悠介
少子化の要因と対策 保科 実希
女性就労の現状と課題 堀田 梢
日本におけるきょうだいの変化と役割 奥村 陽平
学校集団において「空気を読むこと」が与える影響
布施 真奈美
人口減少時代における地方創生
―福井県鯖江市の地域戦略― 網谷 将人
母親のライフスタイルが娘に与える影響 小此木 奈月
子どもの貧困と子ども食堂 樋山 明日香
【馬場純子／小森田龍生ゼミナール】
「生きがい喪失」の時代
―高齢者の「生きがい」と就労― 岡本 純平
川崎市における民間学童保育所の取り組み
―指導員へのインタビュー調査から― 佐藤 奈津子
「バリアフリー」と「ユニバーサル社会」の違い
―テキストマイニングによる比較分析― 木村 真二郎
国際協力における被支援者側からみた草の根活動の意義
―フィリピンにおける支援団体での聞き取り調査
から― 八木下 崚介
災害ボランティアセンターの広域化の必要性
―被災地での活動と聞き取り調査から― 古屋 孝士
【樋口博美ゼミナール】
急速にブーム化した格安価格の在り方
――バブル後世代の消費者はなぜ安さを求めるの
か―― 佐々 布里香
若者の旅行に対する思考と非日常 石橋 可奈子
草野球がもたらす生活の質の向上と人々との繋がり
――主体的行動とソーシャル・キャピタルによる
主観的満足度上昇―― 伊藤 秋大
今、難しいワーク・ライフ・バランス――夫婦で成
り立つ仕事と生活の両立にむけて―― 田村 美由紀
外来行事の定着と発展――日本のクリスマス、
バレンタインデー―― 小野 美怜
化粧の日本文化と社会的慣習――なぜ女性は外で化
粧をしないとマナー違反になるのか―― 大平 万葉
残業が当たり前の社会――日本的経営から―― 盛 亜耶
結婚観の変化――したくない？できない？結婚――
矢野 遥
Jリーグが地域に与える影響
――サッカーと地域コミュニティの活性化――
鈴木 茂紀
日本サッカーが担う地域的紐帯
――ジンメルの相互作用論を用いて―― 渡邉 亮太
社会規範からみる現代女性の化粧事情
――「見た目」重視の社会―― 松浦 有咲
現代大学生にとってひとりの時間が欲しいのはなぜ
なのか 小林 彩乃
日本の野球観戦スタイル
――野球応援に欠かせない要素―― 流石 大吾
【藤原法子ゼミナール】
社会におけるロックの意味 佐藤 颯人
被災地での商店街やまちづくりの在り方
―陸前高田市を事例に― 長澤 苗子
ヨバレからみる地域社会とは 藤田 晴香
シャッター通りの現状と地域創生
―遠野市の事例― 及川 洋平
日本人とロックミュージック 時吉 航平
幸福国デンマークにおける社会政策研究
―豊かな社会とはどのようなものか― 小山 岬
浅草におけるオーセンティシティの質の変容 原 隆之
男女共同参画社会の実現のためには何が必要か 中込 綾
グローバル化とローカル化―ファッションの異文化
受容を事例に― 宮越 良翔
消費がもたらす幸福感の変容 黒田 彩加
都市における町内会の現状分析
―町内会の新たなリーダーを求めて― 佐藤 良祐
＜修士論文＞
時代を映す音楽―音楽の生産・消費・文化の変遷か
ら時代・社会の変化を読む― 本橋 伸彦
＜博士論文＞
日中の都市コミュニティにおける地区防災計画づく
りに関する実証的研究 金 思穎
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